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「何よりこんなふうに「自由に教育できる」といったワクワク感が私の中に沸々と湧き上がっ

てきていることがとても嬉しい発見です。」
この言葉は、長原小学校を視察訪問したとある学校の教員の方の感想です。

この方からの訪問後のメール文を紹介します。

本日は、私たち教職員の学校見学を温かくお受けくださり、本当にありがとうございました。

ずばり楽しかったです！熱が冷めないうちに学びを「３つ」発信させてください。

１．子どもたちの「好き」が溢れる学校

「長原ナビ」の時間、子どもたちが「学校が楽しい」「学校が好き」と答えてくれたこと、その理由を堂々と語ってく

れたことが、何よりも心に残っています。私が理由を尋ねると、みんなが生き生きと、「まず自分たちで試してみてか

ら先生に相談できるから」「哲学対話が楽しい。なぜなら、いろんな学年の人と関わったり、自分にはない考えを

聞けるから。先生の考えを聞くのも楽しい」「イベントが多い」などなど、自分の言葉で学校の魅力を語ってくれた

姿は聞いていて胸が熱くなりました。どの子も自分の学校を自信を持ってアピールしている姿は、本当にかっこよ

かったです。

２．点ではなく、線でつむぐ指導

教室に入ると教室で机に伏して寝ていたAくんが目に入りました。担当の先生の対応は、私にとって大きな衝撃

であり、学びでした。私なら「Aくん、起きなさい。勉強しなきゃだめだよ」とすぐに声をかけてしまったでしょう。しかし、

先生はそうしなかった。「夏休み中、不規則なリズムで生活しており、学校に来ただけでもマル。1時間目なので、

ここでエネルギーをチャージしてまた頑張ってくれるだろう」後から伺ったそのお話に、私はハッとさせられました。この

指導が果たして〇か✕か私には分かりません。ただ、目の前の「点」だけを見て指導するのではなく、その子の背景

にあるストーリーを捉えて、未来へと繋がる「線」で指導することの大切さを、先生の背中から教えていただいたよう

に思います。

３．ゆとりを生む仕組みづくり

「1クラスに大人が2人」という仕組みは、本当に強いと感じました。

本校も「2クラスに3人の教師」というチーム制で工夫していますが、長原小学校の手厚さには及ばないと感じたの

も正直なところです。しかし、「ハナから無理と諦めず、『だったらどうするか』の精神で、私たちなりのベターな解を探

していきたい」と強く思いました。午前中5時間の40分授業、午後の興味関心に基づくプロジェクト、そして「3時

からは極力会議を入れない」という時間マネジメント。「一つの取り組みだけでなく、複数の取り組みが絡み合って

長原小学校を創っている」という事実は、本校の教職員にとっても大きなヒントとなるはずです。

こうした外部の方からのメッセージは、私たち長原小学校の教職員にとっても、自分たちの足元を見つ

め直す、とても貴重な学びの機会になります。そして、たくさんの方（大阪・沖縄・愛知・和歌山・福岡な

ど）との出会いは、子どもたちにとっても自尊感情を高める場となり、「学校がより好きになる」きっかけや

自信をもらえる機会になります。 これからもたくさんの大人で子どもたちを見守り、ともに育てていきた

いと思います。

ぜひ、みなさん！１０月４日（土）長原フェスティバルをともに盛り上げてください。

よろしくお願いします。

校長 市場 達朗

ゲストから学ぶ


